
技能試験実施委員会 （平成29年度第1回） 議事録 

日時：平成 29 年 7 月 14 日（金）13：30～15：30 
場所：名古屋国際会議場 2 号館 2 階 225 会議室 
出席者：10 名 

委員長 日置 和昭（大阪工業大学）

委 員  澤  孝平（関西地盤環境研究センター）

中澤 博志（防災科学技術研究所）

中山 義久（関西地盤環境研究センター）

稲積 真哉（芝浦工業大学）

藤原 照幸（地域地盤環境研究所）

山内  昇 （北海道土質試験協同組合）

若杉 護 （基礎地盤コンサルタンツ）

服部 健太（関西地盤環境研究センター）

沼倉 桂一（川崎地質） [文責] 

議題

1. 前回議事録の確認

2. 平成 29 年度の実施状況について

3. 優良事業所証明制度について

4. 技能評価について

5. その他

配付資料

資料-1 H29 年度技能試験参加機関一覧，予備試験結果 
資料-2 アンケート 
資料-3 「優良事業所証明制度」について（基準部会での審議結果の報告） 
資料-4 技能評価について 



議事 
・ 委員長挨拶 

日置委員長から挨拶があった 
 

1. 前回議事録の確認（既メールにて送付済み） 
日置委員長から、前回議事録の説明があり、確認・承認された。 
 

2. H29 年度の実施状況について（資料-1，資料-2） 
中山委員から，資料-1 の説明があり，確認された。 
中澤委員から，資料-2 の説明があった。 
アンケートの方針は現状の把握であることを確認した。発表会での質疑で出た意見は

今後の参考とし，本年度のアンケートは配付したままとする。 
 

3. 優良事業所証明制度について（資料-3） 
澤委員より説明があった。 
名称を「優良事業所証明書」から「優良事業所認定書」とする。 
有効期間は 4 月 1 日～翌年 3 月 31 日（年度単位）の 1 年間とする。 
中山委員がサンプルを作成し，藤原委員から基準部へ提出することとする。 
アナウンス期間については，基準部会通過後に確認する。 
 

4. 技能評価について（資料-4） 
澤委員より説明があった。 

    (1） 均質性判定基準「ss/σ≦0.3」を「ss/σ≦0.5」とする件 
平成 29 年度の報告書には，ss/σの数値だけを報告し，「○」，「×」を付けない。 
JIS 基準「ss/σ≦0.3」を「ss/σ≦0.5」に緩和すると，技能試験結果への配付試料の影

響程度（割合）が約 10%から約 25%に変化することを説明する。さらに，試験機関が

技能試験結果を利用して試験方法などの改善に取り組む際には，その技能試験結果に

配付試料が影響している程度を認識することが必要であることを説明する。 
    (2） z スコアの分母に ssを加味すると，ssがダブルカウントされる件 

平成 29 年度の評価は，「四分位数法」（従来の方法）に戻すこととする。 
 

5. その他 
・次回の幹事会，委員会の開催について 
 H29.12 幹事会 
 H30.01 委員会 

以 上  


